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晩
秋
の　

月
1

12

日
、
香
嵐
渓
に
紅
葉

を
見
に
行
っ
た
。
最

近
、
道
が
混
む
と
の
悪
評
が

広
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
日

は
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
▼
私
は

プ
チ
旅
に
出
る
と
き
、
自
転

車
か
電
車
、
バ
ス
と
決
め
て

い
る
。
自
転
車
で
路
地
に
入

れ
ば
、
小
さ
い
頃
遊
ん
だ

「
か
く
れ
ん
ぼ
」
の
思
い
出

が
よ
み
が
え
る
。
電
車
や
バ

ス
は
、
四
季
の
移
り
変
わ
り

の
景
色
を
車
窓
か
ら
眺
め
ら

れ
る
し
、
地
元
の
人
々
の
方

言
を
聞
く
の
も
楽
し
い
▼
香

嵐
渓
は
、
隅
々
ま
で
知
り
尽

く
し
て
い
る
。
少
年
時
代
の

夏
休
み
、
流
れ
る
巴
川
で
、

毎
日
泳
い
だ
り
、
魚
や
鰻
釣

り
を
し
て
遊
ん
だ
。
遊
歩
道

は
部
活
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ロ
ー

ド
だ
▼
今
年
の
紅
葉
は
、
前

半
、
色
が
悪
く
、
今
い
ち
と

言
わ
れ
て
い
た
が
、
後
半
に

な
っ
て
盛
り
返
し
て
き
た
。

こ
の
日
は
、
今
シ
ー
ズ
ン

「
最
高
の
色
」
だ
と
い
う
人

も
い
た
。
午
前
9
時
、
朝
日

に
照
ら
さ
れ
た
紅
葉
の
な
ん

て
キ
レ
イ
な
こ
と
。
１
本
の

木
に
５
色
の
彩
り
を
見
せ
る

「
５
色
も
み
じ
の
木
」
に
し

ば
ら
く
見
と
れ
て
し
ま
っ
た

▼
寝
転
ん
だ
ら
、
真
っ
赤
な

空
の
間
か
ら
青
い
空
間
が
覗

い
た
。
香
積
寺
の
門
を
く
ぐ

り
、
後
ろ
を
振
り
返
る
と
驚

き
の
景
色
が
視
界
に
入
っ

た
。
赤
、
黄
、
緑
、
黄
緑
、

金
色
、
だ
い
だ
い
色
…
、
美

し
い
色
た
ち
の
輝
き
と
競
演

に
言
葉
を
失
っ
た
▼
今
年
も

あ
と　

日
あ
ま
り
。
最
後
の

20

月
、　

月
の
ス
タ
ー
ト
は
心

12

が
豊
か
に
な
っ
た
。
来
年
に

つ
な
が
る
よ
う
な
、
充
実
し

た
月
に
し
た
い
と
思
っ
た
。

（
ヒ
ロ
・
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
）
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「
や
っ
た
ー
」「
内
野
さ
ん
お

め
で
と
う
」。
初
冬
の
曇
り
空
、

冷
た
く
ピ
ン
と
張
り
つ
め
た
空

気
が
一
気
に
ゆ
る
み
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
名
古
屋
地
裁
は

11

30

ト
ヨ
タ
自
動
車
に
勤
務
し
て
い

た
内
野
健
一
さ
ん（
当
時　

歳
）

30

が
残
業
中
に
死
亡
し
た
の
は
業

務
に
よ
る
過
労
が
原
因
と
し

て
、
妻
の
博
子
さ
ん
が
業
務
外

決
定
の
取
り
消
し
を
求
め
て
い

た
行
政
訴
訟
で
、
内
野
さ
ん
の

死
は
「
業
務
に
内
在
す
る
危
険

が
現
実
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
」
と
の
判
断
を
示
し
、
労
災

と
認
め
な
か
っ
た
行
政
の
処
分

を
違
法
と
し
ま
し
た
。

　

裁
判
で
は
、
ト
ヨ
タ
の
「
創

意
く
ふ
う
提
案
及
び
Ｑ
Ｃ
サ
ー

ク
ル
活
動
」
に
費
や
し
た
時
間

が
労
働
時
間
に
あ
た
る
か
ど
う

か
が
大
き
な
焦
点
で
し
た
。
こ

の
点
で
判
決
は
「
本
件
事
業
主

の
事
業
活
動
に
直
接
役
立
つ
性

質
の
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
の

支
配
下
に
お
け
る
業
務
で
あ
る

と
判
断
す
る
の
が
相
当
」
と
し

て
、
明
確
に
労
働
時
間
だ
と
認

定
。
そ
の
結
果
、
内
野
さ
ん
の

残
業
時
間
は
発
症
前
一
ヶ
月
に

1
0
6
時
間　

分
に
達
し
て
い

45

た
と
認
め
、
Ｑ
Ｃ
活
動
な
ど
は

労
働
時
間
で
は
な
い
と
し
て
い

た
行
政
の
主
張
は
退
け
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
の
判
決
は
、
ト
ヨ

タ
を
は
じ
め
同
様
の
活
動
を
行

っ
て
い
る
企
業
で
の
不
払
い
残

業
を
な
く
す
大
き
な
力
と
も
な

り
ま
す
。

　

判
決
後
の
報
告
集
会
で
、
原

告
の
博
子
さ
ん
は
、
多
く
の
支

援
者
を
前
に
「
時
間
が
か
か
っ

た
け
ど
、 （
健
一
さ
ん
が
）
ま
じ

め
に
働
い
て
い
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
。
ゆ
っ
く
り
眠
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
夫
へ
の
気
持
ち
を

語
り
ま
し
た
。

ト
ヨ
タ
内
野
過
労
死
裁
判

Q
C ・ 「
自
主
」 活
動
な
ど
を
労
働
時
間
と
判
断
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判決報告集会で、亡き夫の
健一さんへの思いと支援へ
のお礼を語る内野博子さん

愛 労 連･春 闘 共 闘新春大学習会
■と　き　1月12日(土)13:30開会
■ところ　熱田区役所講堂

愛労連 第38回臨時大会
■と　き　1月27日(日)10:00開会
■ところ　蒲郡市民会館

　

今
日
の
雇
用
破
壊
、「
格
差
と
貧
困
」
を
つ
く
り
だ
し
た
の

は
ト
ヨ
タ
。　

月　

日
の
第　

回
ト
ヨ
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

11

25

24

こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
労
働
者
に
は
わ
ず
か
１

０
０
０
円
の
賃
上
げ
、
過
酷
な
労
働
を
押
し
つ
け
る
だ
け
で

な
く
、
こ
の
間
の
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
を
押
し
す
す
め
て

き
た
の
で
す
。　

年
２
月　

日
に
「
ト
ヨ
タ
総
行
動
」
に
と

08

11

り
く
み
、
ト
ヨ
タ
の
社
会
的
責
任
を
追
及
し
て
い
き
ま
す
。
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財
界
の
ト
ッ
プ
に

　

ト
ヨ
タ
は　

年
以
来
、
日
本

95

財
界
の
ト
ッ
プ
の
地
位
に
立
っ

て
き
ま
し
た
。
旧
経
団
連
会

長
・
旧
日
経
連
会
長
に
ト
ヨ
タ

の
会
長
が
つ
き
、
そ
の
後　

年
02

に
両
組
織
が
合
併
し
て
「
日
本

経
団
連
」
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
初
代
会
長
に
も
ト
ヨ
タ
の

奥
田
碩
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

奥
田
氏
は
、
小
泉
内
閣
の
も

と
で
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
の

「
民
間
議
員
」
と
し
て
、
労
働

法
制
の
規
制
緩
和
、
消
費
税
増

税
、
憲
法
改
悪
を
主
張
し
、
そ

の
実
行
を
迫
っ
た
の
で
す
。

徹
底
し
た
コ
ス
ト
削
減

　

ト
ヨ
タ
は
、　

年
代
の
日
米

80

自
動
車
摩
擦
後
、
ア
メ
リ
カ
の

圧
力
に
屈
し
、
海
外
進
出
と
円

高
対
策
と
し
て
、
労
働
者
の
賃

金
抑
制
と
リ
ス
ト
ラ
の
推
進
、

正
規
か
ら
非
正
規
へ
の
置
き
換

え
、
下
請
へ
の
徹
底
し
た
コ
ス

ト
削
減
、
農
業
や
地
場
産
業
を

犠
牲
に
す
る
「
市
場
開
放
」
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
０
０
年
以
降
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

　

、
Ｂ
Ｔ
２
、
Ｖ
Ｉ
な
ど
と
銘

21打
っ
た
コ
ス
ト
削
減
を
強
行
。

こ
の
た
め
下
請
企
業
で
は
人
件

費
す
ら
払
え
ず
、
偽
装
請
負
や

外
国
人
に
対
す
る
違
法
雇
用
を

拡
大
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
し

た
。

　
「
売
り
上
げ
が
減
っ
て
も
利

益
を
上
げ
る
」
た
め
に
、
労
働

法
制
の
分
野
で
規
制
緩
和
が
一

気
に
す
す
め
ら
れ
、
今
日
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
雇
用

破
壊
」「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
を

生
み
出
し
ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
の
利
益
の
た
め
に
、

労
働
者
･
下
請
事
業
者
の
く
ら

し
と
営
業
が
、
さ
ら
に
は
農
業

や
地
場
産
業
ま
で
も
が
犠
牲
に

さ
れ
た
の
で
す
。

違
法
雇
用
の
ま
ん
延

　

ト
ヨ
タ
関
連
を
は
じ
め
、
日

本
の
大
企
業
の
大
部
分
が
非
正

規
労
働
者
を
増
や
し
、
偽
装
請

負
や
違
法
雇
用
を
拡
大
さ
せ
ま

し
た
。
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ（
テ
ィ
ム
ス
）

の
よ
う
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
労
働
者

を
社
会
保
険
す
ら
加
入
さ
せ
ず

に
使
う
事
業
所
も
あ
れ
ば
、
コ

ス
ト
削
減
を
す
べ
て
労
働
者
に

押
し
つ
け
、
８
年
間
ボ
ー
ナ
ス

ゼ
ロ
。
正
社
員
は
た
っ
た
一
人

で　

人
以
上
の
パ
ー
ト
労
働
者

10
は
産
業
別
最
賃
の
適
用
除
外
と

な
る　

歳
以
上
の
人
を
使
う
な

65

ど
、
こ
ん
な
下
請
け
企
業
も
あ

り
ま
す
。

株
主
配
当
は
急
増

　

労
働
者
･
下
請
を
犠
牲
に
す

る
一
方
で
、
ト
ヨ
タ
経
営
陣
は

減
税
や
株
主
配
当
で
、
ば
く
大

な
利
益
を
手
に
入
れ
て
い
ま

す
。
豊
田
章
一
郎（
名
誉
会
長
）

 
や
豊
田
章
男 （
副
社
長
） 親
子
の

場
合
、
株
の
配
当
だ
け
で　

・
18

９
億
円
、　

％
の
株
主
減
税
な

10

ら
１
・
９
億
円
も
の
減
税
に
な

り
ま
す
。

職
場
か
ら
ト
ヨ
タ
へ

　

東
京
大
気
汚
染
裁
判
、
内
野

過
労
死
裁
判
と
、
ト
ヨ
タ
は
あ

い
つ
い
で
断
罪
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ヨ
タ
総
行
動
は
、
こ
う
し
た

勝
利
和
解
･
判
決
に
大
き
な
力

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

来
年
２
月　

日
の
ト
ヨ
タ
総

11

行
動
は
、「
働
く
ル
ー
ル
」
を
確

立
す
る
た
た
か
い
で
あ
り
、
く

ら
し
と
営
業
を
守
る
た
た
か
い

で
す
。
職
場
･
地
域
、
そ
し
て

犠
牲
者
で
あ
る
下
請
事
業
者
と

の
共
同
も
追
及
し
、
ト
ヨ
タ
総

行
動
を
軸
に　

春
闘
で
の
要
求

08

前
進
を
め
ざ
し
て
奮
闘
し
ま
し

ょ
う
。

08国民春闘08国民春闘
トヨタ総行動へトヨタ総行動へ

社会的責任を果たせ
2兆円利益の源泉は過重労働と下請けいじめ

賃
金
抑
制
・
雇
用
破
壊
の
元
凶

賃
金
抑
制 ・ 
雇
用
破
壊
の
元
凶

労
働
者 ・ 
下
請
け ・ 
地
域
の
共
同
で

ト
ヨ
タ

ト
ヨ
タ

好評発売中
ト
ヨ
タ
の
品
格

　伊藤欽次［著］
　（愛知労問研副所長）
　洋泉社
　定価952円＋税



愛 労 連

　
　

月
1
日
、　

争
議
団
、

12

14

3
団
体
の
支
援
組
織
、　

名
24

の
出
席
で
愛
知
争
議
団
連
絡

会
議
の
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
開
会
あ
い
さ
つ
で
黒
島

英
和
議
長
は
、「
こ
の
一
年

間
で
、
9
争
議
が
解
決
し
ま

し
た
。
組
合
と
地
域
労
連
の

支
援
、
原
告
が
頑
張
っ
た
勝

利
で
す
。『
裁
判
所
が
お
か

し
い
』
と
春
に
と
り
く
ん
だ

裁
判
所
包
囲
宣
伝
行
動
、
9

月
の
過
労
死
、
労
災
原
告
や

支
援
者
の
共
同
宣
伝
行
動
な

ど
の
行
動
が
、
ス
ギ
ヤ
マ
薬

品
・
中
電
・
ト
ヨ
タ
過
労
死

で
の
勝
利
判
決
、
そ
し
て
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
原
告
側
証

人
採
用
と
、
勝
利
の
流
れ
を

つ
く
り
ま
し
た
」
と
活
動
を

振
り
返
り
、
支
援
に
謝
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
愛
労
連
の
竹

内
創
幹
事
か
ら
、「
争
議
団

の
皆
さ
ん
が
声
を
あ
げ
、
た

た
か
っ
て
い
る
姿
が
労
働
者

を
励
ま
し
て
い
る
。
争
議
は

地
域
労
連
の
仲
間
と
一
緒
に

た
た
か
い
、
勝
利
し
よ
う
」

と
激
励
を
う
け
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
国
民
救
援
会

の
安
藤
巌
名
誉
会
長
か
ら
、

救
援
美
術
展
成
功
の
お
礼
と

新
春
の
集
い
で
、
各
争
議
団

へ
「
激
励
金
を
渡
し
ま
す
」

と
の
あ
い
さ
つ
に
、
大
き
な

拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
は
、
東
海
労
弁

の
樽
井
直
樹
事
務
局
長
が

「
労
働
の
世
界
を
め
ぐ
る
情

勢
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し

た
。

　

総
会
前
日
に
勝
利
判
決
を

勝
ち
取
っ
た
内
野
博
子
さ
ん

か
ら
は
、「
夫
が
亡
く
な
っ

て
６
年
、
や
っ
と
、
当
た
り

前
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

ト
ヨ
タ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
残
業

が
無
く
な
れ
ば
一
番
嬉
し

い
」
と
、
喜
び
と
思
い
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

経
過
報
告
と
方
針
案
が
勅

使
河
原
勇
事
務
局
長
か
ら
提

案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
争
議

団
か
ら
、
闘
い
へ
の
思
い
と

決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
役
員
に
は
、
議
長
に
黒

島
英
和
氏
、
副
議
長
に
山
田

忠
善
と
伊
藤
春
生
各
氏
を
、

事
務
局
長
に
勅
使
河
原
勇
氏

ら
が
再
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
い
争
議
解
決
と

働
く
ル
ー
ル
の
確
立
に
む

け
、
争
議
団
の
取
り
組
み
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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愛知争議団連絡会議　事務局長　勅使河原 勇

勝利の流れをつくり活動
　　愛知争議団が総会開く

スギヤマ薬品、 中電過労死、 トヨタ過労死で勝利判決

２００７年１２月１０日 第１７３号 （２）

　

年
末
年
始
無
災
害
運
動
は
、

働
く
人
た
ち
が
あ
わ
た
だ
し
い

年
末
を
無
事
故
で
過
ご
し
、
明

る
い
年
始
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
と
の
趣
旨
で
厚

生
労
働
省
の
後
援
の
も
と
、
中

央
労
働
災
害
防
止
協
会
が
主
唱

す
る
運
動
で
す
。
今
年
は　

回
37

目
で
、　

月　

日
か
ら
1
月　

12

15

15

日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
場
の
実
施
事
項
に
、

「
自
主
的
な
安
全
衛
生
管
理
活

動
の
活
性
化
」「
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
防
止
の
た
め
の
総

合
対
策
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
等
労
働
者
の
健
康
を
確
保
す

る
た
め
の
対
策
の
推
進
」
と
あ

り
ま
す
。

　
「
ど
の
企
業
に
も
Ｑ
Ｃ
は
あ

る
が
、
死
ぬ
ま
で
や
ら
せ
る
の

が
ト
ヨ
タ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
の
「
Ｑ
Ｃ
の
自
主
的
な
サ
ー

ク
ル
活
動
は
業
務
に
入
る
」
と

し
た
の
が
、「
ト
ヨ
タ
過
労
死
・

内
野
事
件
」
の
判
決
。

　
「
自
主
的
」の
名
の
下
に
過
重

労
働
は
い
け
ま
せ
ん
し
、
サ
ー

ビ
ス
残
業
も
ダ
メ
で
す
。

新しい年を無事故で
　年末年始無災害運動

安全
衛生
ひとくちひ と く ち

メモ

樽井弁護士の特別講演で学習

　

イ
ン
ド
洋
で
ア
メ
リ
カ
な

ど
の
艦
船
に
、
給
油
活
動
と

い
う
事
実
上
の
戦
争
加
担
を

行
っ
て
い
た
自
衛
隊
が
、
撤

退
し
帰
国
し
ま
し
た
。「
テ

ロ
特
措
法
」
が　

月
１
日
期

１１

限
切
れ
を
迎
え
、
撤
退
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。
７
月
の
参
議
院
選
挙
で

示
し
た
、
自
公
政
治
ノ
ー
の

国
民
の
民
意
と
私
た
ち
の
運

動
が
、
こ
の
事
態
を
つ
く
り

だ
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
政
府
・
与
党
は
、

引
き
続
き
給
油
活
動
を
再
開

す
る
た
め
に
「
新
テ
ロ
特
措

法
」
を
今
国
会
で
成
立
さ
せ

よ
う
と
し
て
お
り
、
終
盤
国

会
の
最
大
の
焦
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。

会
期
延
長
な
ら
解
散　

総
選
挙
の
可
能
性

　

こ
の
機
関
紙
が
皆
さ
ん
の

手
元
に
届
く
頃
に
は
、
廃
案

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
会
期

の
再
延
長
で
強
行
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
会
期

再
延
長
の
事
態
に
な
れ
ば
、

参
院
で
の
首
相
問
責
決
議
な

ど
政
局
が
流
動
化
し
、
解

散
・
総
選
挙
が
早
ま
る
可
能

性
が
。
そ
の
と
き
こ
そ
は
衆

院
で
も
自
民
・
公
明
を
過
半

数
割
れ
に
追
い
込
み
、
日
本

の
政
治
を
変
え
る
絶
好
の
チ

ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

全
国
で
広
が
る
基
地　

強
化
反
対
の
た
た
か
い

　

い
ま
、
こ
の
「
新
テ
ロ
特

措
法
」
反
対
の
た
た
か
い
と

結
ん
で
、
米
軍
基
地
再
編
強

化
・
自
衛
隊
基
地
機
能
強
化

反
対
の
国
民
運
動
が
全
国
で

め
ざ
ま
し
い
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。
９
月　

日
の
沖

２９

縄
県
民
集
会
に　

万
６
千

１１

人
、　

月
１
日
の
山
口
・
岩

１２

国
の
「
怒
り
」
の
集
会
に
１

万
１
千
人
、
同
月
２
日
の
神

奈
川
・
座
間
の
首
都
圏
集
会

に
１
万
３
千
人
な
ど
大
き
く

成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の

愛
知
で
も　

月
の
小
牧
集
会

１０

や
今
月
３
日
の
栄
広
場
で
の

県
民
集
会
、
県
営
名
古
屋
空

港
で
の
自
衛
隊
機
墜
落
・
米

軍
機
緊
急
着
陸
へ
の
抗
議
行

動
な
ど
の
運
動
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
さ
に
今
が
正
念
場
。
防

衛
省
前
事
務
次
官
逮
捕
に
か

か
わ
る
政
・
財
・
官
の
軍
事

利
権
汚
職
の
徹
底
解
明
と

「
新
テ
ロ
特
措
法
」
の
成
立

を
許
さ
な
い
た
た
か
い
を
憲

法
擁
護
・
９
条
守
れ
の
運
動

と
結
ん
で
大
き
く
す
す
め
ま

し
ょ
う
。（
克
）

�

�

�

�

���������������

���������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

で職場
地域

 話 し あ っ て
み よ う ！ 「
新
テ
ロ
特
措
法
」 廃
案
へ

い
ま
が
正
念
場

中
小
企
業
に
も
元
気
な
愛
知
を

非
正
規
労
働
者
の
時
給
ア
ッ
プ
な
ど
で
前
進

　

ト
ヨ
タ
な
ど
大
企
業
の
「
ボ

ー
ナ
ス
増
」
と
は
逆
に
厳
し
い

予
想
の
さ
れ
た
一
時
金
交
渉
で

し
た
が
、
愛
知
春
闘
共
闘
は
大

い
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

医
師
・
看
護
師　
　
　
　

増
員
闘
争
で
勢
い

　

医
労
連
は
増
員
署
名
に
全
力

を
あ
げ
、
職
場
で
地
域
で
大
奮

闘
。
国
共
病
組
東
海
病
院
で
は

　

名
の
組
合
員
で
1
0
0
0
筆

24を
超
え
る
署
名
を
集
め
ま
し

た
。
こ
の
勢
い
で
組
合
員
も
倍

加
。
パ
ー
ト
の
時
給
引
き
上

げ
。
各
病
院
で
も
「
離
職
防
止

要
求
」
な
ど
を
掲
げ
て
た
た
か

い
、
6
単
組
が
年
間
５
ヶ
月
以

上
の
回
答
を
引
き
出
す
な
ど
大

き
く
前
進
し
ま
し
た
。

原
油
・
原
材
料
高　
　
　

は
ね
除
け
民
間
中
小
も

　

全
港
湾
や
検
数
労
連
で
は
好

調
な
輸
出
を
反
映
し
て
８
割
が

昨
年
を
上
回
り
ま
し
た
。
原
材

料
高
で
経
営
の
悪
化
が
懸
念
さ

れ
る
製
造
業
で
も
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
や

全
国
一
般
が
前
年
並
み
を
確
保

し
、
燃
料
高
が
深
刻
な
建
交
労

も
求
人
難
を
背
景
に
前
年
を
超

え
る
回
答
を
引
き
出
し
ま
し

た
。

国
の
攻
撃
跳
ね
返
し
地
域

手
当　

％
維
持

10

　

愛
高
教
は
初
任
給
基
準
・
そ

の
他
手
当
の
改
善
な
ど
の
要
求

を
中
心
に
交
渉
。
格
差
賃
金
は

行
政
職
に
は
導
入
さ
れ
ま
し
た

が
教
員
は
阻
止
。
地
域
手
当
も

全
県
一
律　

％
を
守
り
抜
い
て

10

い
ま
す
。

　

県
下
の
各
自
治
体
で
は
国
か

ら
の
「
特
別
交
付
金
カ
ッ
ト
」

攻
撃
が
あ
る
な
か
、
地
域
手
当

削
減
に
反
対
す
る
た
た
か
い
を

続
け
て
い
ま
す
。

非
常
勤
の
時
給
引
き　
　

上
げ
で
大
き
な
成
果

　

今
年
の
人
事
院
勧
告
で
は
初

め
て
「
非
常
勤
職
員
の
待
遇
改

善
」
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
最
賃
の　

円
引
き
上
げ

20

を
「
時
給
引
き
上
げ
の
チ
ャ
ン

ス
」
と
医
労
連
や
自
治
労
連
が

公
務
職
場
で
の
時
給
引
き
上
げ

を
要
求
。
大
き
な
前
進
を
つ
く

り
ま
し
た
。

　

先
の
国
共
病
組
東
海
病
院
に

つ
い
で
、
全
医
労
で
は
国
立
病

院
の
パ
ー
ト
時
給
を　

円
〜　

10

20

円
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

　

自
治
労
連
で
は
春
の
自
治
体

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
県
下
の
時
給
一

覧
を
作
成
。
こ
れ
を
も
と
に
最

賃
違
反
や
き
わ
め
て
低
い
時
給

の
自
治
体
に
大
幅
な
改
善
を
求

め
ま
し
た
。

　

豊
川
市
職
労
で
は
５
％
水
準

で
引
き
上
げ
、
嘱
託
職
員
の
報

酬
も
引
き
上
げ
ま
し
た
。
自
治

体
合
併
し
た
清
須
市
職
労
は
保

育
士
で　

円
、
そ
の
他
も　

円

80

20

引
き
上
げ
ま
し
た
。
名
古
屋
市

職
や
半
田
市
職
で
も
臨
職
の
条

件
改
善
で
交
渉
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

こ
の
勢
い
を　
　
　
　
　

春
闘
と
総
選
挙
へ

　
　

春
闘
は
「
な
く
せ
貧
困
」

08
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
す
べ
て

の
職
場
で
時
給
引
き
上
げ
を
要

求
し
ま
し
ょ
う
。
同
時
に
、
解

散
含
み
の
国
会
情
勢
の
も
と
総

選
挙
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
私
た

ち
の
要
求
と
運
動
で
政
治
を
変

え
ま
し
ょ
う
。

新テロ特措法必ず阻止しよう、ばく大な軍事利権疑惑徹底
究明しようと開かれた12.3県民集会には250人が参加

　秋年末闘争山場に向けて開催され
た11.2労働者決起集会には、 400人
が参加し賃上げや憲法守れと訴えた

秋年末闘争
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月
２
日
、
愛
労
連

12
青
年
協
第　

回
定
期
総

18

会
は
来
賓
を
含
み　

名
36

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
学
習
会
に

は
全
体
で　

名
が
参

57

加
。「
貧
困
襲
来
―
貧

困
の
実
態
と
生
存
権
」

と
題
し
、
反
貧
困
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
湯
浅
誠
事

務
局
長
を
招
き
、
広
が

る
格
差
と
貧
困
の
実
態

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。

　

親
と
同
居
し
て
い
る

こ
と
で
、
見
え
づ
ら
く

な
く
な
っ
て
い
る
貧
困

（
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
）

の
こ
と
、
最
低
賃
金
額

と
同
じ
く
ら
い
、
最
低

生
計
費
（
生
活
保
護
基

準
額
）
を
知
っ
て
ほ
し

い
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
具
体
的
な
数
字
や

実
態
が
話
さ
れ
、
勉
強

に
な
っ
た
」
と
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
総
会
に
は

８
単
産
が
参
加
。

　
「
集
会
や
デ
モ
に
青

年
を
集
め
る
た
め
、
ト

ヨ
タ
総
行
動
な
ど
で
セ

イ
ネ
ン
ジ
ャ
ー
を
や
っ

た
。
こ
れ
か
ら
は
平
和

運
動
に
も
積
極
的
に
と

り
く
み
た
い
。
平
和
で

な
け
れ
ば
労
働
条
件
の

改
善
な
ど
は
で
き
な

い
」（
自
治
労
連
）、「
各

単
産
の
と
り
く
み
を
知

る
た
め
に
幹
事
を
出

し
、
活
動
を
広
げ
て
い

き
た
い
」（
福
保
労
）、

「
職
場
が
厳
し
い
状
況

で
活
動
を
続
け
る
青
年

が
減
っ
て
き
て
い
る

が
、
仲
間
づ
く
り
に
努

力
し
て
い
る
」（
建
交

労
）
な
ど
、
様
々
な
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク

08
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は
愛

知
開
催
が
決
ま
っ
た
こ

と
を
総
会
後
の
懇
親
会

で
発
表
す
る
と
参
加
者

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

あ
り
、
新
議
長
の
音
頭

で
一
本
締
め
を
し
て
総

会
を
終
え
ま
し
た
。

【
新
役
員
】

議
長　

三
谷
真
大
（
愛

高
教
）
／
幹
事
５
名

　
（
愛
労
連
青
年
協
発
）

楽し い 活動を みん な で一緒に
愛労連青年協第18回総会＆学習会に57名参加NO.22

楽しく元気にがんばろうと総会に参加した青年たち
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　単産・単組や地域でのとりくみを
写真（デジタルでも可）と簡単な文
章でお寄せください。しめきりは毎
月４日までに愛労連事務局必着。
　詳しくは…
　℡ 052-871-5433(竹内)まで
　E-mail　post@airoren.gr.jp

みんなのとりくみ
お寄せください

愛労連女性協が「9条の会」を結成。
元参議院議員で現在は作家・市民運動
家の中山千夏氏を招き73人が参加

12/1

名張毒ぶどう酒事件と布川事件の再審
めざし実行委員会で「これでいいのか
日本の裁判」を開催

11/29

韓国の大学院生らが日本の労働運動研
究のため来日。愛労連と自治労連県本
部で和やかに懇談

11/28

名地連が「地域の大型商業開発を考え
る」をテーマに17回目の街めぐりを実
施

11/11

　

愛
労
連
と
愛
知
春
闘
共
闘
委

員
会
は　

月
8
日
か
ら
9
日
に

12

か
け
、　

国
民
春
闘
討
論
集
会

08

を
瀬
戸
市
の
労
働
者
研
修
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
単
産
や
地
域
労

連
な
ど
か
ら　

人
が
参
加
し
ま

95

し
た
。

　

愛
労
連
の
羽
根
克
明
議
長
の

挨
拶
に
続
い
て
、
全
労
連
の
小

田
川
義
和
事
務
局
長
が
講
演
。

　

春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢
と
運
動

08の
ポ
イ
ン
ト
を
語
り
ま
し
た
。

　

愛
知
春
闘
共
闘
方
針
案
に
つ

い
て
は
愛
労
連
の
榑
松
佐
一
事

務
局
長
が
骨
子
を
説
明
。
自
公

政
権
の
悪
政
に
N
O
の
審
判
を

つ
き
つ
け
た
参
院
選
後
の
情
勢

に
つ
い
て
、
テ
ロ
特
措
法
を
期

限
切
れ
に
追
い
込
み
自
衛
隊
を

イ
ン
ド
洋
か
ら
撤
退
さ
せ
た
こ

と
、「
連
合
」
が
「
非
正
規
労
働

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
「
派
遣

法
見
直
し
」
を
掲
げ
た
こ
と
な

ど
の
変
化
を
あ
げ
、
地
域
を
主

戦
場
に
し
て
国
民
・
住
民
と
と

も
に　

国
民
春
闘
を
た
た
か
う

08

こ
と
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

千
種
・
名
東
労
連
、
南
医
療

生
協
労
組
、
J
M
I
U
、
名
古

屋
市
職
労
の
4
組
合
か
ら
特
別

報
告
が
さ
れ
、
2
日
目
は
分
散

討
論
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
粘
り

強
い
運
動
を
反
映
し
て
、
三
井

住
友
銀
行
や
ダ
イ
キ
ン
な
ど
で

の
派
遣
・
請
負
労
働
者
の
直
接

雇
用
の
ひ
ろ
が
り
、「
賃
上
げ

容
認
」
方
向
を
見
せ
は
じ
め
た

日
本
経
団
連
、
非
正
規
労
働
者

に
焦
点
を
お
い
た
春
闘
を
強
調

す
る
「
連
合
」
な
ど
、

　

春
闘
を
前
に
変
化
の

08兆
し
が
見
え
は
じ
め
て

い
る
。

　
「
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
結
成
、
労
福

協
の
「
生
活
保
護
基
準

引
き
下
げ
反
対
」
の
会
長
談
話

な
ど
、「
な
く
せ
貧
困
」
の
運
動

が
大
き
く
広
が
り
、
新
テ
ロ
特

措
法
や「
骨
太
方
針
2
0
0
6
」

具
体
化
の
遅
れ
な
ど
福
田
政
権

は
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
も
と
で
来
春
闘
は

「
な
く
せ
貧
困
」を
柱
に
据
え
、

最
低
賃
金
、
雇
用
、
社
会
保
障

を
充
実
す
る
た
た
か
い
を
強
化

す
る
。

　

た
た
か
い
を
す
す
め
る
上
で

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
国
民
・
住
民

の
運
動
で
政
治
を
動
か
す
こ
と

が
で
き
る
条
件
が
生
ま
れ
て
お

り
国
民
諸
階
層
と
の
共
同
、
ま

と
も
な
雇
用
と
賃
金
を
求
め
て

い
る
青
年
・
非
正
規
労
働
者
と

の
共
同
を
追
求
。
要
求
討
議
や

統
一
行
動
へ
の
全
組
合
員
参
加

の
追
求
。
総
選
挙
含
み
で
政
治

情
勢
が
推
移
す
る
こ
と
を
ふ
ま

え
て
、
行
動
配
置
に
つ
い
て
は

国
民
的
な
課
題
で
の
と
り
く
み

を
先
行
さ
せ
よ
う
。
新
し
い
政

治
状
況
の
下
で
政
治
を
動
か
す

運
動
で
要
求
を
実
現
し
よ
う
。

 「
な
く
せ
貧
困
」 「 
ま
も
れ
憲
法
」 で

大
き
な
共
同
ひ
ろ
げ
よ
う

全労連事務局長
小田川義和 氏

特別報告

高木 徹

地域で職場で多彩に粘り強く

　千種・名東労連では、2005年から5万筆
を目標に憲法署名に毎月1回、東山動植
物園でとりくんできた。また、集合住宅
で事前に署名を配布しておき回収すると
りくみもすすめてきた。最近の特徴は若
者が多く署名をしてくれること。全国の
九条の会をはじめとする運動の成果。08
春闘でも重視してとりくんでいく。

千種 ・ 名東労連
竹内邦彦 さん

憲法署名を地域でひろげて

　南医生協では、生協病院の新築移転に
あわせた差額ベッド問題や成果主義賃金
導入をめぐって、不当な労働組合弾圧が
おこなわれて来た。県労委に提訴すると
同時に、労組を大きくすることが一番の
力になると50人を超える組合員を拡大し
てきた。一刻も早く過半数を超える組織
をつくり職場の民主化を実現する。

南医生協労組
小椋 巌 さん

組織拡大で職場の民主化を

　全国で30万人のブラジル人労働者の
内、7万人が愛知で全国一。JMIUでは労
働相談をきっかけにブラジル人の組織化
をすすめてきた。３つの組織を公然化し
70名を超えている。外国人労働者のひど
い労働実態を野放しにしていたら、低賃
金も長時間労働も無くせない。底上げで
全体の労働条件引き上げにつなげる。

JMIU愛知地本
大平敞也 さん

外国人労働者の組織化で

　「構造改革路線」のもとで、市民には
「自助」「共助」や「受益者負担」を押し
つけ、職員には定数削減と長時間労働
で、精神疾患など休職者数が民間企業よ
り深刻な実態が明らかになっている。さ
らに名古屋市はゴミ収集の5割委託化や3
つの保育園の民営化などを狙っている。
 再来年4月の市長選に向けがんばる。

名古屋市職労
知崎広二 さん

自治体の民営化ゆるさない

なななななななななななななななななななななくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ貧貧貧貧貧貧貧貧貧貧貧貧貧貧貧貧貧貧貧貧貧困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、ススススススススススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッップププププププププププププププププププププ改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！な く せ 貧 困 、 ス ト ッ プ 改 憲！
つくろう平和で公正な社会を
愛労連と愛知春闘共闘が'08国民春闘討論集会を開催
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設
楽
町
に
碁
盤
石
山
と
い
う
面
白
い

名
の
山
が
あ
る
。
中
腹
の
大
小
の
岩
が

点
在
す
る
様
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の

で
「
碁
の
勝
負
に
負
け
た
天
狗
が
碁
盤

を
ひ
っ
く
り
返
し
た
の
が
、
こ
の
点
在

す
る
岩
と
な
っ
た
」
と
い
う
。
近
く
に

は
天
狗
棚
と
い
う
山
名
も
あ
り
、
奥
三

河
の
花
祭
り
に
も
天
狗
が
登
場
す
る
な

ど
こ
の
地
域
に
は
天
狗
に
ま
つ
わ
る
逸

話
が
多
い
。
雑
木
林
の
道
を
進
む
と
程

な
く
こ
の
場
所
に
出
る
。
そ
こ
か
ら　
１０

分
ほ
ど
で
富
士
見
岩
に
。
空
気
の
澄
む

こ
の
季
節
に
は
奥
三
河
の
山
の
連
な
り

の
向
こ
う
に
富
士
山
が
真
っ
白
な
頂
き

を
少
し
だ
け
覗
か
せ
る
。
更
に　

分
ほ

３０

ど
の
頂
上
か
ら
は
白
く
輝
く
南
ア
連
峰

が
眺
望
で
き
る
。
こ
の
時
季
、
殆
ど
登

る
人
も
な
い
静
か
な
山
頂
を
独
り
占
め

出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

富士山と南アル
プス望む展望台

No.39

文・写真　市場丈規（あるきにすとの会代表）

北設楽郡設楽町・碁盤石山

初冬の彩り梔子の実、07年11月25日撮影

　
「
働
き
な
が
ら
子
育
て
で

き
る
。
当
時
と
し
て
は
女
性

が
働
く
条
件
と
し
て
教
員
は

魅
力
的
だ
っ
た
」
と
話
す
の

は
鈴
村
紀
代
子
さ
ん
。
愛
高

教
で
執
行
委
員
を
し
て
い
ま

す
。

　

人
が
好
き
で
人
と
接
す
る

仕
事
に
つ
き
た
か
っ
た
と
い

う
鈴
村
さ
ん
。
組
合
で
も
そ

の
明
る
さ
が
周
り
を
元
気
づ

け
ま
す
。

女
性
の
要
求
か
か
げ

女
性
の
要
求
か
か
げ　

専
門
部
交
渉

専
門
部
交
渉

　
「
毎
年　

月
に
女
性
部
と

10

し
て
専
門
部
交
渉
を
し
て
い

ま
す
。
子
育
て
や
育
児
な
ど

ア
ン
ケ
ー
ト
で
集
ま
っ
た
女

性
特
有
の
要
求
を
だ
す
ん
で

す
」。
交
渉
に
は
鈴
村
さ
ん

を
は
じ
め
、
各
支
部
代
表
の

支
部
委
員
で
つ
く
る
女
性
部

委
員
会
が
参
加
し
ま
す
。

　
「
教
員
に
な
っ
て
間
も
な

く
結
婚
、
出
産
と
な
り
、
早

く
か
ら
青
年
と
い
う
よ
り
女

性
の
要
求
が
強
か
っ
た
」
と

話
す
鈴
村
さ
ん
。「
今
年
は

女
性
差
別
、
セ
ク
ハ
ラ
、
男

女
平
等
や
介
護
な
ど
が
話
題

の
中
心
で
し
た
」。

　

毎
年
同
じ
要
求
を
出
し
続

け
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
で
す

が
、
前
進
さ
せ
て
き
て
い
ま

す
。

先
輩
か
ら
の
助
け
を

先
輩
か
ら
の
助
け
を　

若
い
人
に
返
し
た
い

若
い
人
に
返
し
た
い

　

団
塊
の
世
代
の
退
職
で
新

採
用
が
増
え
て
い
る
と
い
う

職
場
で
す
が
、「
青
年
は
み

ん
な
一
様
に
気
が
き
い
て
、

周
り
に
気
を
遣
い
す
ぎ
て
い

る
」
と
感
じ
て
い
る
鈴
村
さ

ん
。

　
「
私
た
ち
が
青
年
の
頃
は

多
少
失
敗
し
て
も
許
さ
れ
る

…
そ
ん
な
あ
た
た
か
い
空
気

が
流
れ
て
い
ま
し
た
」。　
　

「
若
い
頃
、
先
輩
に
お
世
話

に
な
り
、
助
け
て
も
ら
っ
た

分
、
今
度
は
、
若
い
人
に
頼

り
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
な
」
そ
う
話
す
鈴
村
さ
ん

の
笑
顔
は
、
襟
元
に
光
る
９

条
ピ
ン
バ
ッ
チ
に
負
け
な
い

輝
き
で
し
た
。（
Ｒ
）
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NO.46　愛高教

鈴村 紀代子 さん
愛知県高等学校教職員組合

尾東支部豊明分会

青
年
が
の
び
の
び
と

働
け
る
職
場
に
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■08春闘大企業包囲宣伝行動
　1月8日（火）8:00～
　ミッドランドスクエア（名駅）
■愛労連2008年旗開き
　1月9日（水）18:30～
　労働会館東館ホール
■愛労連・春闘共闘新春大学習会
　1月12日（土）13:30～
　熱田区役所講堂
■愛労連女性協新春のつどい
　1月14日（月・祝）13:30～
　労働会館本館会議室
■愛労連第38回臨時大会
　1月27日（日）10:00～
　蒲郡市民会館

　NOVAは11月26日、スポン

サー会社に転職を希望する者

と退職する者の双方に、更生

計画を断念し破産手続きに移

行、３０日付けで全員を解雇す

ると発表しました。

　スポンサーのジー社がお茶

の間留学を再開すると言う報

道もありますが、これまで受

講料の返済問題や日本人スタ

ッフとインストラクターの雇

用、労働債権支払い問題な

ど、何一つ納得できる説明が

ないまま推移してきました。

　収入がないため家賃が払え

ない、食事すらままならない

状況が広がってきています。

　ＮＯＶＡ経営陣の責任は明

確だが、破産手続きに入った

管財人やスポンサー会社に対

する期待と不安も極限に近づ

いてきています。

　１１月２２日に結成した愛労連

ローカルユニオン・ＮＯＶＡ

関連支部は、これまで寄せら

れた要望や要求をまとめ１２月

中旬までに関係会社に提出し

ます。当面のとりくみの重点

は、①共同の被害者となった

受講生のみなさんとの連携、

②スタッフ・インストラクタ

ーのみなさんに労組への加入

を呼びかけるなどで、これか

らが本格的なたたかいを迎え

ます。愛労連のみなさんのご

支援をお願い致します。

NOVAが破産手続、 たたかい本格的に

　

期　

年
連
続
の
差
別
行
政

10

20

神
田
知
事
の
偏
向
任
命
に
抗
議
す
る

　
　

月
1
日
、
愛
知
県
は
県
労

12
働
委
員
会
の
労
働
者
委
員
７
名

全
員
を
「
連
合
愛
知
」
推
薦
の

候
補
者
に
独
占
さ
せ
る
偏
向
任

命
を
行
い
ま
し
た
。

裁
判
所
か
ら
の
勧
告
を　

受
け
な
が
ら
も

　

知
事
は
、
愛
労
連
や
中
立
労

組
な
ど
で
つ
く
る
県
労
委
民
主

化
会
議
が
起
こ
し
て
い
た
裁
判

で
、　

年
に
裁
判
所
か
ら
「
運

99

動
方
針
を
異
と
す
る
潮
流
・
系

統
が
存
在
す
る
以
上
、
労
働
者

委
員
の
構
成
に
お
い
て
も
多
様

性
を
有
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
〜
今
後
は
よ
り
多
く
の
労

働
者
に
支
持
さ
れ
る
合
理
的
選

択
を
」（　

年
5
月
名
古
屋
地

99

裁
）
と
勧
告
を
受
け
な
が
ら
、

「
裁
量
権
」
を
タ
テ
に
偏
向
任

命
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
も
ま
た
、
愛
労
連
と
全
港

湾
・
国
労
・
新
聞
労
連
な
ど
中

立
労
組
の
「
非
連
合
」
統
一
候

補
者
を
排
除
。　

期　

年
に
及

10

20

ぶ
差
別
行
政
が
続
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

た
た
か
う
労
働
者
・　
　

労
働
組
合
を
徹
底
排
除

　

こ
の
間
、
建
交
労
や
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｕ
の
職
場
で
は
、
連
合
加
盟
の

第
二
組
合
を
作
ら
れ
た
り
、
組

合
役
員
を
労
務
屋
と
し
て
送
り

込
ま
れ
る
な
ど
の
攻
撃
が
お
こ

な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た　

月　

日
、
名
古
屋
地

11

30

ス
で
墜
落
す
る
…
こ
れ
以
上
の

ム
ダ
遣
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
怒

り
心
頭
!
（
愛
高
教
春
日
井
西

分
会
・
加
藤
博
一
）

■　

月　

日
め
い
き
ん
生
協
大

11

14

高
イ
ン
タ
ー
店
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
応
援
し
て
が

ん
ば
っ
て
ま
す
。（
名
勤
生
協

労
組
・
山
中
裕
子
）

■
以
前
か
ら
噂
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
先
日
、
千
種
区
の
千
種
台

保
育
園
の
民
営
化
が
発
表
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
Ｏ
Ｂ

の
父
母
で
す
が
、
保
母
さ
ん
と

一
緒
に
子
育
て
に
と
り
く
ん
だ

昔
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
、

民
営
化
と
い
う
事
は
市
の
保
育

園
は
廃
園
す
る
と
い
う
事
で
は

な
い
か
と
。
子
供
た
ち
が
卒
園

記
念
に
書
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
…
。（
年
金

者
組
合
千
種
支
部
・
武
田
節
）

■
定
年
後
、
パ
ー
ト
で
就
労

中
。
厚
生
年
金
額
よ
り
多
い
と

言
わ
れ
少
々
肩
身
の
狭
い
共
済

を
引
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆

様
も
お
気
を
つ
け
て
下
さ
い
ま

せ
。（
名
古
屋
市
職
労
・
森
加
代

子
）

■
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
1
ヶ

月
。
年
が
明
け
れ
ば
ま
た
「
じ

ご
く
」
の
確
定
申
告
期
が
や
っ

て
き
ま
す
。（
全
国
税
愛
知
東

支
部
・
池
野
谷
正
美
）

【
ク
イ
ズ
の
答
え
】

　

前
号
1
7
2
号
（　

月
11

号
）
の
「
ク
ロ
ス
漢
字
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
」
の
答
え
は

「
シ
ョ
ウ
ヒ
ゼ
イ
（
消
費

税
）」で
し
た
。
正
解
者
の

中
か
ら
抽
選
で　

名
の
方

10

に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り

し
ま
す
。

裁
ト
ヨ
タ
内
野
過
労
死
裁
判
で

は
様
々
な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
活

　

著
者
は　

年
か
ら
「
派

96

遣
労
働
者
の
悩
み
1
1
0

番
」
を
運
営
し
て
き
た
。

よ
せ
ら
れ
る
相
談
か
ら
み

て
い
る
と「
働
く
ル
ー
ル
」

と
し
て
の
労
働
法
や
社
会

保
障
法
の
適
用
が
不
明
確

に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
「
労
働
法
の
な
い

世
界
」
に
な
っ
て
い
る
と

指
摘
す
る
。
本
書
は
、
現

状
批
判
に
と
ど
ま
ら
ず
、

本
来
の
労
働
法
の
も
つ
意

義
と
と
も
に
、
労
働
法
の

〝
外
〞
に
お
か
れ
た
人
々

と
の
連
帯
の
あ
り
方
、
非

正
規
労
働
者
の
組
織
化
の

あ
り
方
に
つ
い
て
諸
外
国

の
経
験
を
ま
じ
え
て
指
摘

し
て
い
る
。（
吉
）

労働法を考える
　この国で人間を
　取り戻すために
脇田滋［著］
新日本出版社
定価1,600円＋税

BOOKBOOKレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーレ ビ ュ ー 非
正
規
労
働
者
組
織
化
の
あ
り
方
指
摘

年
金
受
給
者
で
す
。
職
場
は
相

変
わ
ら
ず
派
遣
や
請
負
で
働
く

条
件
違
反
の
相
談
で
、
事
業
主

の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

指
導
を
強
化
し
て
も
ら
い
た

い
。
失
業
率
は
相
変
わ
ら
ず
高

い
。
生
活
の
で
き
る
労
働
条
件

を
!
（
全
労
働
・
杉
村
イ
ツ
子
）

■
政
経
の
授
業
の
な
か
で
世
の

中
の
し
く
み
を
教
え
て
い
ま

す
。（
愛
高
教
幸
田
分
会
・
今
村

浩
一
）

■
夕
方
の
子
ど
も
た
ち
が
一
番

疲
れ
る
時
間
、
い
っ
し
ょ
に
遊

ん
で
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
た
ち
を
大
事
に
見
つ
め

て
い
き
た
い
で
す
。（
建
交
労

保
育
パ
ー
ト
支
部
・
佐
藤
誠
子
）

■
暑
い
暑
い
と
思
っ
て
い
た
ら

急
に
寒
く
な
り
、
早
速
、
カ
ゼ

■
愛
知
総
行
動
で
、
J
R
大
曽

根
駅
で
の
街
宣
を
行
っ
た
。
寒

か
っ
た
。
秋
闘
で
は
、
一
時
金

２
・
４
ヶ
月
。
要
求
は
3
ヶ
月
。

パ
ー
ト
に
も
一
時
金
の
要
求
強

い
。（
北
医
療
生
協
労
働
組
合
・

入
野
智
）

■
防
衛
省
関
連
の
接
待
疑
惑
、

武
器
の
商
売
が
ま
さ
に
ケ
タ
違

い
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
ケ
タ
違
い
の
額
の
戦
闘
機
が

考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
配
線
ミ

県労委
労働者委員

ずらりと並ぶ大企業労組役員　トヨタ、 中電、 名鉄は毎回

JAM、UIゼンセン以外はすべて大企業労組

動
が
残
業
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
労
働
者
委
員
を

出
し
て
い
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
労

組
は
、
組
合
員
が
亡
く
な
っ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
問
題
に

せ
ず
、
妻
の
博
子
さ
ん
に
一
切

協
力
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

下
請
け
い
じ
め
や
社
員
の
過

労
死
を
問
題
に
し
な
い
大
企
業

労
組
を
「
労
働
者
全
体
の
利
益

を
代
表
」
と
言
い
、
た
た
か
う

労
働
者
・
労
働
組
合
を
徹
底
し

て
排
除
し
て
い
る
の
が
愛
知
県

の
労
働
行
政
で
す
。

38期(05.12～) 37期(03.12～)
鶴岡光行(新) トヨタ自動車労組 トヨタ自動車労組 トヨタ自動車労組
小林　宏(新) 名鉄労組 名鉄労組 名鉄労組
若松眞理(再) 全ユニー労組 全ユニー労組 JAMｴﾅｼﾞｰｻﾎﾟｰﾄ
内堀良雄(再) UIゼンセン同盟 UIゼンセン同盟 UIゼンセン同盟
細江鉄男(再) 日立製作所労組 日立製作所労組 日立製作所労組
綱木富夫(新) 新日鐵名古屋労組 JFEスチール労組 連合愛知(新日鐵)
土肥和則(新) 中電労組 中電労組 中電労組

39期労働者委員(07.12～)


